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論文内容要旨
 有孔虫類は原生動物に属する微小な生物で,その大部分は石灰質,砂質あるいは珪質などの殼を
 有している。これらの殼は化石として地層中に保存されてお・り,古生物学的にまた層位学的に重要
 視されている。有孔虫類には浮游性有孔虫と,底棲有孔虫とがあり,前者は外洋水に浮游して生活し,
 海流に乗って広く分布するため,それらの化石を含む地層の広.域対比にきわめて有効である。一方
 後者は,汽水から海水の,河口から深海にわたって棲、慰し,海底の種々の環境の相違を鋭敏に反映
 する。そのため底棲有孔虫化石は堆積盆地の構造むよびその変遷の過程を把握するためにも重要な
 意義を有才る。
 古環境の㌣む斤に有孔虫の生態を利用するためには現生有孔虫の生態に関する十分な知識が必要で
 ある。現生有孔虫の生態学的研究は1950年代以降いちじるしく発畏している。
 Phleger(1951),Wal七〇n(1955)らは小型柱状採泥器を用い,乱されない堆積物表層の一定の
 面積で一定の厚さの試料を採集し,これに染色を行って有孔虫の生体と遺骸とを区別する万法を採
 用した。これによって有孔虫種の実際の棲息域,死後の移動,過去に冷ける現在と異った環境に棲
 息していた群集が埋積されずにあるものの識別などが可能となり,さらには棲息密度の比軌群集
 の季節変化の検討まで行われるように覆った。しかしながら我国近海の現生有孔虫の研究は多くは
 なぐ,その上試料の取扱いの不一致や資料の吟味が不完全なためにその実体が容易に知られ支い。
 又生体をも扱った研究はわずか2,3あるにすぎ老い。
 本論文は,松島湾の現生有孔虫を分類し,有孔虫群集と理化学的環境との関係を論じたものであ
 る。湾口部および湾内に分散した47地点の堆積物試料は・一地点の他はすべてフレーガ『残小型
 柱状採泥器によって採集された。それらの表層の1cmの堆積物中の有孔虫を,ローズ・ベンガル
 を用いて染色し,生体と遺骸とを識別して分析した。
 松島湾は,llh台湾の北西奥に位置し,湾口に並ぶ島々によって仙台湾から区切られ・島間の多数
 の狭い水道によって仙台湾に通じている。奥行き約5㎞,巾約10㎞で,深度10mに達する水道部
 を除いては,7R深1～3mの浅い内湾である。湾内の底質は大部分がシルトであり,アマモ(Zo-
 s館γo)が繁っている。湾奥には高城川が開口し,その他に東名,貞山両運河がそれぞれ湾の北
 東,南西端に通じ・これらから淡水が流入している。
 松島湾の海洋観測むよび底質の分析は東北区水産研究所によって行われており,本論文にそれら
 の最近のデータが使用されている。1964～1966年の各季節に沿ける表層水卦よび底層水の温度・
 塩素量,pH,酸素飽和度を表にまとめ,それらの各々の分布を図示した。また底質のシルト含有
 率,有機炭素,全窒素,全硫化物の含有率の分布も図示した。松島湾においては,これら種々の理
 化学的要因の中で,塩素量が有孔虫群集の分布を最も大きく支配していることが判明した。各観測
 地点に諭ける底層水の温度と塩素量の変化範囲にもとづいて海域を区分し,それらの位置を図示し,
 それらと有孔虫の分布との関係を述べた。
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 有孔虫の分析の結果,以下のここが明らかと左つた。
 浮游性有孔虫は湾口部付近にのみ分布し,湾央,湾奥にはぼと〆、どみられない。全有孔虫に対す
 る割合は湾口部で最高で,2.2%である。それらは0∫o尻g2γf雁伽∫Zofd2s,0`o扉g2rfηf雌
 郎躍動。彪,卦よひ0加δo興σ4戸肥ぬ彪r琵2∫(?)からなり,清流によって麿内に搬入されたも
 のと考えられる。
 定量試料(10CC)中の全底棲有孔虫数は,湾奥(i,000個以下)から湾口音Il(5,000個以上)
 に向って増加する。これは主に,湾奥では堆積物によって遺骸が鵜釈される二とによる。
 定量試料中の生体有乳虫数は,湾興部と湾口劇との離れた2地域で300個以上の太き室値を示す。
 前者では何用の搬入する食物または栄養塩類,あるいはアマモの分解による多量σ)額鬘物の生成に
 より有孔虫の食物が豊富なためと考えられる。後者はそれとは異った要因で,むそらく1外洋火の高
 い塩素量に関係しているものと考えられる。
 全底棲薄乳虫の申で砂質有孔虫の占める割合は,湾興部で著るしぐ大きぐ(50%以上),湾口
 に向って急激に減少する(10%以下)。石灰質磁器質有孔虫は,あまり多ぐはないが,湾興部と
 湾口部ヒの2地域に分布の自「心をもっている。前者ではなとんどρ躍η御尻。αゐηαrho漉εηs雄
 一種だけであるが,後者ではそれ以外の多くのmilioHdsの種が存在する。底棲有孔虫の"種数"
 は,湾奥ては少く(20以下),湾口に向って増.Illlする(40以上)。これら各々の分和型態はいず
 れも較'ド・1率の温度と塩素量の変異性にもとづく海域の区分と著るしく類似する。
 群集をF.・㍗産する優勢種拾よご・特徴潟}によ・:て,にこ島1環の有'イL虫群青寝1よA～Eの5相に区分・される。
 汀∫Al重ゴ『口音#等双三』`二位さ貸し,Pタrαro'`zJ魂z?鴛ゴη㍑」σ,」P.ηガク歪。πガeo,五7」ノンんガゴf㍑搾zs!ピゐoroごズ6η1,
ノノノノ
 ε。so}7102ηs2,/畜η襯。η∫σゐ260σr∫∫formaB,/望.わεoo礎彦formaC方どを優勢種と
 ヨでノノ
 し,他に内湾性種とともに多くの外洋性浅海種を含む。一般に砂質有孔虫20%以下,種数40
 以ヒであり,また浮游性有孔虫はほぼこの組に限ろれる。
 相Bは湾央西函南1に位置し,zrZ助認め耀3帥礎`'∫6蹴πの頻度の高いことで特徴づけられ,こ
 の肺は本相に属する群集のほとんどて首位を占めている。丁切疏。珊η麹αを主とする砂質有孔虫の
 頻度は一一債に20～50%で,"極数"は20～40てある。
 相Cは湾央北頭部に位置し,Tmohσ"1ア痂照h認σ∫,T.cf.タ㌍η∫凹,砺ξ2r4め
 soo扉。,・イ"1?ηoη11αゐθoσαガ∫fOrmaCなどが優勢であるが,B1'ooθ」彪.ケ瞭∫6α,E。
ノノノノ
 30σ扉σが多いことか特徴である。砂質有孔虫の頻度みよび極数は棺Bと同じぐ,一般にそれ
 それ20～50%お・よび20～40である。
 相Dは湾東北奥に位置し,Troo勉}ηη2f齪hσ吻ガ,T。ef.力釦雇6σ,6細だ・・4如5c4ro
 などの砂質有乳虫の頻度の喜いことて巧智づけ撞、,ニォ.ら・ル賃ξ孔虫,て春野て51」℃.⊥ヒを占め
 る。石灰質有孔虫では!∫ηzη10漉σ加OfαrffformaC15三差樽て∫・るが,母Blこ二1
 ではβ/羅躍∫欝η諏わ伊6々6欝ηが多い。ノ'F季類"は一霞に2t1以下てある。
 ユ18
 相Elt后・城IHお・よび市名運FrlT～可[ll噛1二位置し・E,解θrθIZαがほ1とんどみられ左いほかは相Dと「〒1
 じぐTro6hσ規惚iησhθイ。∫,T.ゴθ釦η∫oα,、4閣。η彪加`・60rffformaCを優勢種とする。
 しかし,f匠∫Zfαηηη∫η`z∫τ's60,,イ襯?ηoわooμ〃∫832xi厚財3(～zイ∫昭㍑2'oc14∫肥rhoゴ∫召η3ゴsな
 どの汽水性種が存在することがこの相の特徴でナ)る。
 古環境解析のf二めの一つの試みとして,個体数と極数との聞の関係法助のうち,等比級数則を簡
 便な方法で適鳴し,松島湾の有孔虫群集の類別を行い,これを有孔虫椀むよび各種環境要素と比較
ノノノノ
 した。logyよa'(x-1)=b'、の定数属かよびa'の値を図上で求め,これによって松
 島湾の有孔虫群集は1～配の4ゲループに分けられた。これらのグ'ループの地理的分布はほぼ湾口
ノノ 
 部に平Fな同心円状をなし,相の配置,拐轍の分布,砂質有孔虫の頻度分布などと著るしい類
 似性をデ.,同時に底層水のT-C1特性にもとづく類別およびその分布の傾向とよぐ一致する。
 このことは化石群集を取扱う場合,群集の相違や絶滅種の存在する時にも,環境を類推するための
 客観的僧衆とたり得ることを意味する。
 定量試料中の全有孔虫殼数と生体殼数との比から椙対的堆積速度が求められる。松島湾における
 この比の分布は湾北嘩で高い値を示㌧,その付近に拾いて'堆漬速度が欄対的に大きいことが推定さ
 れる。潮流むよび塩素量分布から,その地域では高城川からの河川水の流ノ、の影響の大きいことが
 認められ,亨城川が現琵の処島摩し)堆i積物の供給源となっていることが示される.
 以上のような有丑虫の各種分肝結果は図表に示し説明した。主要有孔虫種は図版に示し,それら
 の分布を図示し説明した。又本研究に給いて同定された有孔虫111極(亜種を含む)をアルファベ
 ント順に配列し,それらの出典を記した。
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 論文審査結果の要旨
 的場保望提出の論文は宮城県松島湾の現生有孔虫と題して,松島湾の浮游性,底棲有孔虫の研究
 をフレーガーコアラー,ドレッジ,並びにスナソパーにより得た試料に基いて行なっている。此の研
 究に平行して水面,海底の水温,湾内外の塩分測定,酸素量,PH,有機炭素,窒素,硫黄,並び
 に堆積物の機械的分析も行なっている。各試料の上部1㎝の厚さの中にある有孔虫を全部検討して
 いる。分類の結果では松島湾内において58属152種,仙台湾におい.て95属,..213種を識別するこ
 とに成功している。
 松島湾において識別した58属,152種の深度分布を詳細に研究し,湾底の堆積物との関係につ,・
 てよく検討している。さらに,海流,波との関係についても検討されている。
 有孔虫の分布により5つの分布区を有孔虫群集により認めている。この分布区とそれを特徴づけ
 る群集は次の通りである。
AlPararotaliaminuta,Pararotalianipponica,Elphidiumsubarcticus,Elphldiumso}
maense,Ammoniabeccari,formaB.
B:Elphidiumsubarcticum(abundant),Elphidlummatsukawaense,Ammoniabeccari
formaC.
 C:Buccelafrlgida,Ammoniabeccari,formaC・Eggerellascabra,Hopkinsinagla-
bra,
 D:Trocha㎜inahadai,Troc血mminacf.japonlca,Eggerellascabra,,㎞moniabecc-
arlformaC.
 E:Mほiammlnafusca,Ammobaculitesexlguus,Quinquelocuhnashodalensis,Goessella
Uzukai
 的場は松島湾内の5つの群集を他の地域のと比較することに成功している。この群集は次の地域
 と比較している。1)北海道(釧路,厚岸,有珠),2)青森(陸奥湾),3)宮城(女川湾,雄勝湾)
 4)福島(松川浦),5)東京(東京湾),6)静岡(浜名湖),7)三重(英虞湾),8)広島(松永)9)
 新潟(信濃川川口),10)京都(若狭湾),ユ1)島根(中海)。
 結果として群集のC,Dは広く分布するが,その他のものについては地域的な特徴をもっている。
 きらに化石有孔虫群並びに海洋学的測定により堆積盆地(松島湾)内の生態学的資料は地質時代の
 地層に応用出来ることを明らかにしている。
 発表ずみ論文は2篇あるが,いずれも英文で古生物学,生物層位学に関するもので本研究に重要
 なものである。
 よって的場保望の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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